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論文審査の要旨（400字以内） 

 

寛骨臼形成不全による二次性変形性股関節に対する偏心性寛骨臼回転骨切

り術において、寛骨臼の回転度数と曲率半径の決定は非常に重要な要素であ

る。本研究は、術前シミュレーションとしての作図法に２つの方法を用いて比較

検討したものである。症例数は少ないものの、最適な結果を求めて緻密な計算

が行われており、学位を与えるのに十分な技術、学識、思考能力を有していると

判断する。 

 

 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1 週間以内に学務部医学部大

学院課へご提出下さい。（本学学会雑誌に公表）[学校教育法学位規則第 8条] 
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